
第７回境川かわまちを進める会

日 時：6月 30 日（日） 15：00〜16：30

場 所：浦安市役所 ４階Ｓ２〜Ｓ４会議室

【次第】

１ 第 6回（1/27 開催）からの経緯

２ 第 26回浦安市⺠まつりの開催結果

３ 今年度のかわまちづくりの進め方について

４ 意見交換

【開催状況】



 浦安市より、境川かわまちづくりの今年度の進め方について説明を行った。

 リバーフロント研究所より、境川かわまちづくりの将来的な体制案、今後の境川かわま

ちづくりの推進戦略や、コア会議を実施していくことについて説明し承諾を得た。

■意見交換内容

1.昔の境川での活動について

 過去に境川では子供たちが飛び込みを楽しんでいた。

 将来的に境川で筏下りをすることの実現を目指していただきたい。

2.境川の利用可能性について

 境川にて、個人・団体による利用が可能になるのか。

→河川水面は基本的に自由使用だが、安全対策が必要である。

3.水質改善の取り組みについて

 境川に飛び込むことができるような水質を目指していただきたい。

 東水門の排水機場を活用し、水門の開閉を増やして水に入れ替えを多くしていただき

たい。

 境川公園付近での噴水設置による浄化活動はできないのか。

4.現状の水質について

 現状の境川の水質環境基準は満たしているが、見た目・臭いの改善が課題だと思う。

 かわまち計画の一環として、水門の開閉について社会実験を実施予定である。

→進める会・コア会議でのさらなる検討を予定している。

5.かわまち登録要件の増加について

 かわまちづくり計画内の項目について共通認識を持つための場が必要だと思う。

 社会実験が形骸化しないようにするための対策が必要だと思う。

6.ゴミ問題について

 水上ドローンの利用によるゴミ収集を提案する。

7.社会実験の提案について

 BBQスペース設置の提案。

 市⺠によるマーケット開催の提案。

8.水質改善のための専門家の関与について

 環境教育の一環として簡易キットの記載。

 専門家の関与を記載し、行政による検査の実施。

9.利活用の推進について

 進める会と協力し、具体的利活用指針の提示を希望する。

 社会実験を通じて実現可能な項目の提示を提案する。

10.資機材保管倉庫の設置について

 キッチンカー・店舗の実施拠点の設置を希望する。



 河口での SUPレンタル場所のため艇庫を設置いただきたい。

 水辺へのアクセス改善と水門開閉情報の公開していただきたい。

以上


